
第９４回古河公方公園づくり円卓会議実施報告書

7 年 5 月 22 日

12 名 （欠席 6 名） 代理参加 名

9 名 オブザーバー 名

ドッグフレンドリーフェスタについて：伊藤委員より説明。

・５月１８日（日）晴天の中開催。

・例年実施している、茶摘み体験、お茶席、新茶の天ぷらなども好評であった。

古河市都市計画課からの報告　阿久津係長より

・昨年度の実施事業

・第２カキツバタ園の植栽業務　１，５００本植栽

・湿生植物園の整備　３００㎡くらいの大きさ。

・令和７年度の実施事項

・花桃の植栽：約８０本を予定している。

・長寿命化計画を策定。５年間にわたり、直すべきところは直す。

定例会議　

実施日時 令和 （木） 13:30-15:30

公園朝市について：地域振興公社栗林課長補佐より説明。

出席者 21 名 （内訳）
委員

主管課・事務局

　各委員より自己紹介

１．開会　司会進行　地域振興公社　栗林課長補佐

地域振興公社　栗林課長補佐　開会あいさつ

パークマスター（以下PM）佐竹委員　あいさつ

委嘱状交付式　古河市都市計画課　阿久津係長進行

２．報告：司会進行　地域振興公社　栗林課長補佐

報告第１号

・３月１日（土）３月２日（日）に渡って「ECOフェスタ古河」「ドッグフレンド

リーフェスタの同時開催で実施。市内外から多くの方が来園した。

・公園朝市と同時開催で、１日目は３，５００人、２日目は３，０００人、市内外

から来場者があった。

・今回は新しい試みとして、お茶請け－１グランプリというお茶に合うお菓子を来

場者に選んでもらうイベントを開催した。また、茶娘の衣装を着て茶摘み体験ので

きる着付け体験なども実施した。

・トイレの洋式化　管理棟のトイレ２か所のうち１か所、アジサイトイレ５か

所、孔雀トイレ３か所の洋式化を行なった。

ふるさと古河新茶まつりと公園朝市の報告：地域振興公社栗林課長補佐より説明。

・花桃矢口の植栽　８２本植栽

・公園朝市も３９店舗の出店があった。

・園路整備　６５０ｍ回遊できるようになっている
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・古河公方公園の園旗のデザインについて

通常の軍旗は縦長。国旗などと同じ比率で作成すると横長のサイズになる。

・園旗を活用するメリット

▸ＰＭからの意見

・古河公方公園のシンボルとして

歴史的理解の深化

３．討議：司会　地域振興公社　栗林課長補佐

討議進行　PM佐竹委員

討議１号古河公方公園の園旗について

議事内容の説明：地域振興公社栗林課長補佐より説明

・古河公方公園を象徴する旗の一つとして、古河公方足利成氏の軍旗をモチーフと

した旗を制作したい。制作にあたり、どのようなものがふさわしいかを検討する。

地域の誇りの強化

観光資源の充実

・鷲尾さん

・茂木さん

・金子さん

・ポールに掲揚するのでそのままの形になる。

・山村さん

▸委員からの意見

・文化振興課小川様

実際に掲揚する旗となると綿ではなく化繊の素材で風になびくように作る。

・PM

・面白いし、中村先生のおっしゃっていたことが叶う。また、軍旗らしさとい

う点では縦の方がいい。

・公園の旗として、古河公方との関係ですとこの旗が一番相応しい。この資料

しかないため、これに基づいて、以前歴史博物で作ったので、これに従って作

るのが無難。

・以前、公園の旗について足利成氏の軍旗を採用したいとの意見があり、この度、

古河東ローターリークラブより旗のポールを寄付していただけることが決まった。

ポールの完成に合わせて、園旗の掲揚をかんがえている。デザインは縦長と横長の

どちらが良いか確認する。

・事前に資料をいただいていたため、歴史博物館の学芸員にも確認した。

・学芸員からの意見としても、デザイン的には問題ないということ。出来れ

ば、縦長が理想。のぼりのような長いサイズは避けるべき。

・縦の方がいい。縦の場合、のぼり旗に水平の支えはあるのか。

・軍旗については縦長で掲揚されるとよい。また、足利家というと、家紋とし

て丸に二匹で、関東の御家人、関東ならではという感じなので、そちらの
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・足利家の家紋はあっちこっちで使われている。

・ポールなんですが、２本で見えている状態を作ったほうがよいのでは。

・PM

・概ね縦型でとの意見ですが、よろしいか。

・全員

・１２ｍとなると、かなりの高さになると。

・縦長がよい。

・旗は両面か。

・鮎川さん

・茂木さん

・PM

・伊藤さん

・島崎さん

・PM

・金子さん

・PM

・せっかく作るのであれば、来た方にも分かるような表示があると「なるほ

ど」とシンボルの価値もあがるのではないか。

・古河公方公園円卓会議を円滑に進めるためには、副座長が必要である。内規に副

座長の項目を追加し、座長の補佐役として委員の中から副座長を選ぶことを検討す

る。

・金子さん

討議第2号の説明：地域振興公社栗林課長補佐より説明

・何基ぐらい作って、どこにあげるのか。

・ポールを作る場所は、管理棟の東側の石垣の辺りに１つ作る予定。

・野中さん

・長さはどれくらいなのか。

方も何かの形で考えてほしい。

・副座長は古河公方公園に対する専門的知識を有する委員の中から選出する。

・賛同。

・副座長は円卓会議において座長を補佐し、会議を円滑に執り行う役割を担う。

・両面を考えている。

・ポールが１２ｍ。

・中々こういうものは、予算がつけづらいが、今回は古河東ローターリークラ

ブさんのご厚意で寄付でということなので、予定通り１本でということで計画

したい。寄付を求めるのは今のところは難しい。ローターリーさんに円卓の趣

旨を伝え、聞いてみる。

・野中さん
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・PM

・野中さん

・PM

・PM

・全員

・賛同。

・PM

　・かまどの修繕については、きちんとした相談が必要。

　・使用する際にその都度紙面でどのように使うのかを確認したい。

ジェラテリアのガラスのレールについて説明：都市計画課より

・検討して頂きたいのは、副座長を置いてよいか、また、山村さんと川田さん

でよいかということ。

・佐竹さんが公社職員なので公平性が危惧される。副座長として市民が参加す

ればよりスムースに行くのではないか。

・ここで仮に皆さんの合意が得られれば、山村委員と川田委員に次回の円卓会

議副座長としてご検討いただこうと思う。

・次回、この2件を議事として改めて採決を取りたい。

・ジェラテリアから家賃をもらい貸している。大家として壊れているところは直し

ていく。

・PM

・以前、売上をあげるために、のぼり旗を設置したいとの申し出があった。

・文化振興課　小川さん

　・板は老朽化しているが、特に問題はない。

　・続いて、民家園のかまどのついても記載されている。

　・報告は聞いてない。

・文化振興課　小川さん

　・かまどの件についても、県に相談をしている。

　　確かにかまどが老朽化しているが、こちらは現在使用できるのか。

・内規の方に2名と明記する。

・内規の方に2名と明記した方が良いのではないか。

ジェラテリアののぼり旗について説明：都市計画課より

・茂木さん

４．その他

修繕要望書、欲しいものリスト：PM佐竹委員より報告。

・修繕要望について、まず古民家板部分について、新茶まつりを実施し、実際に両

方の古民家も茶席として使用たが、特に問題はなかった。以前中山家の縁側の板が

古く、老朽化していたが、現在は改善されているよう。
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・都市計画課　島崎さん

・川田さん

・都市計画課　島崎さん

・都市計画課　島崎さん

　

・都市計画課　島崎さん

・野中さん

・都市計画課　阿久津さん

・水がある状態のほうが管理しやすい。最終のポンプの水位をどうするかだと

思う。

・堰を設けた方が、今後子どもたちがあそこを使用する際に、水がキレイなん

じゃないかと考えた。あと、補助金を使ったため、畔を撤去するのに補助金は

使えないだろうという見解で、出来なかった。会計検査の終わる３年ぐらいま

でお待ちいただきたい。

カキツバタ園について・都市計画課より

・金子さん

・鷲尾さん

・デザイン性の高い建築物なので、色についても元に戻したい。ガラスにも張

り紙も貼ってしまっている。

・金子さん

・山村さん

その際に売り上げに貢献できるならと、安易に了承してしまい、建築物自体が観光

資源ということの認識が足らなかったと反省している。再び交渉して、こういう経

緯もお伝えして、のぼり旗を撤去してもらうようにしていく。

・注意していく。

・外の柱も剥げている。

・原状と同じような形で修繕していく。

・せっかくこういう建物があるのだから、建物についての説明があった方がい

いのではないか。

・以前からPR関係が足らないとのご指摘もあるので、指定管理者と相談しなが

らPRに力を入れていきたい。

・さまざまなPRを公社とともにやっていく。

・基本構想に基づいてカキツバタ園を作ったが、国庫補助金を使ったため、元々

あった畦道は撤去出来なかった。基本構想にも畦道は無いようになっており、中村

先生の意向もあるため、会計検査が終わる3年ぐらいは待っていただきたい。

・以前から歴史の冊子もという意見があったが、そちらの方もお願いしたい。

・設計の平面図、ここに来たら見られるようなデッサンなど、建築を学ぶ学生

さんが新しい物を学べる機会を作れればよい。
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・しだれ柳がダメになっている。

・ベンチがもっとあるといい。

・栗林

・４月に富士見塚で放火があった。

・職員による初期消火と消防署による消火で鎮火した。

・原因は子供たちの火遊び。

・白石さん

・古民家で紙芝居がしたい。

・その都度協議になります。

・年次計画などを作ってもらえれば検討しやすい。

・白石さん

・県にあげるのか。

・県にあげる。

・野中さん

・昔はいろいろやっていた。

・ルールを市民と作ってはどうですか。

・川田さん

・利用しやすい方法を考えてもらいたい。

・その都度、条例に準じた書類を出してもらいたい。

・野中さん

・事例を作るのが重要。

・実例があれば。

・都市計画課　阿久津さん

・文化振興課　小川さん

・文化振興課　小川さん

・文化振興課　小川さん

・文化振興課　小川さん

・天神橋については、長寿命化計画に入っている橋の点検を行い、必要であれ

ば修繕する方向にもっていく。

・野中さん

閉会のあいさつ

５．閉会：司会進行　地域振興公社　栗林課長補佐

次回は８月２１日(木)を予定。提案は６月の２１日までに事務局まで。

次回日程確認
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